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研究成果の概要（和文）：介護者の主観的ウェルビーイングに関与する心理的要因を解明するために、質問紙調
査およびweb調査を行った。介護職の主観的ウェルビーイングにはマインドフルネスが正の影響、心理的ストレ
スが負の影響を及ぼし、半数が心理職による心理的支援を必要としていた。心理的介入方法として、ストレス・
マネジメントに関する心理教育、マインドフルネス・アプローチの実践指導等から成るプログラムを考案し、介
護家族対象に集団形式で2か年にわたって実施し、事後アンケートに基づき改良を試みた。最終年度に心理尺度
を用いてプログラム参加者の介入前後の精神的健康度を比較した結果、有意な改善が認められ、プログラムの有
効性が確認された。

研究成果の概要（英文）：This study was designed to provide psychological interventions for 
caregivers. Questionnaires inquiring about relevant variables, an online survey for care workers, 
participant observation of patients’ associations, and practical research on supporting caregivers 
were undertaken. The results of the online survey indicated that mindfulness had a positive effect 
and psychological stress had a negative effect on the subjective well-being of care workers. 
Moreover, half the participants required psychological support. A psychological intervention program
 consisting of psychological education on stress management, the mindfulness approach, and homework 
instructions on breathing techniques were designed. The program was implemented with family 
caregivers, and the results before and after the intervention were compared by using psychological 
assessment scales. The results indicated significant improvements in participants’ mental health, 
which confirmed the effectiveness of the program.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 介護者支援　主観的ウェルビーイング　心理教育　ストレス・マネジメント　マインドフルネス　セル
フケア　ピアサポート
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
厚生労働省の介護保険事業状況報告では、

2012 年 3 月末現在の要介護（要支援）認定
者は 531 万人、2012 年度の 1 カ月平均の居
宅サービスや施設サービス等の利用者は 458
万人であった。在宅で家族を介護する在宅介
護者を対象とした調査研究では、25%にうつ
状態が認められ，65 歳以上のいわゆる老老介
護では，家族介護者の 3 人に 1 人が希死念慮
を有しているという結果が示された（保坂ら，
2007）。 
介護サービスに従事する介護職をめぐる

状況について、介護労働安定センター（2012）
が行った介護職対象の調査では、仕事を選ん
だ理由として、55.7%が「働きがいのある仕
事」と回答している一方で、介護職の就労条
件の問題や離職率の高さ、それに伴う人材不
足等が極めて深刻な問題となっている。稲谷
（2008）は介護職のストレスについて、他職
種に比べて精神的健康度が低下しやすい状
況にあることや、身体的消耗感、介護負担感
が精神的健康度に強く影響を及ぼすことを
示している。 
超高齢社会のわが国においては、さらに要

介護者が急増し続けている。こうした社会的
背景において、介護家族や介護職といった介
護者への支援方法の構築と実践が求められ
ている。介護者の QOL（Quality of life）に
は社会経済的要因、健康要因、ソーシャルサ
ポート要因その他、様々な要因が関与する。
本研究では、認知や感情といった心理的側面
に焦点を当て、介護者の『主観的ウェルビー
イング』の向上につながる心理介入的アプロ
ーチの方法を、臨床心理学、介護福祉学、医
学の学際的観点から構築することをめざし
た。 
 
２．研究の目的 
(1)介護者の主観的ウェルビーイングとそれ
に関連する要因を客観的に把握する。 
(2)介護者の心理的ストレスの実態ならびに
心理的支援のニーズの現状を把握する。 
(3)実態をふまえた心理介入的アプローチの
プログラムを考案する。 
(4)考案したプログラムの実践研究を行い、参
加者へのアンケート等の結果をふまえ改良
を試み、プログラムの有効性を検討する。 
(5)患者・家族会への継続的な参与観察と支援
の実践研究を通して、システム論的観点から
の検討、ならびに、事例検討を行い、患者・
家族会におけるピアサポートの意義と主観
的ウェルビーイングの変化について考察す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)北海道内の施設介護職 200 名および訪問
介護員 200 名を対象に、属性、4 種の心理尺
度（主観的幸福感、精神的回復力、バーンア
ウト、個人志向性・社会志向性）、ストレス
への対処行動、業務上の解決行動等を問う質

問紙調査を実施して得たデータを統計的に
分析し、変数間の影響関係を調べた。入所系
サービスにあたる介護職と訪問介護員の間
の比較検討を行った。 
(2) 全国の介護職 200 名を対象に、インター
ネットによるオンライン調査を行い、属性、
4 種の心理尺度（主観的幸福感、マインドフ
ルネス、心理的ストレス反応、感情労働）、
心理的支援への関心やニーズを問う項目等
について回答を求め、その統計的分析を通し
て、変数間の影響関係を明らかにすると共に、
心理的支援の要請の実態とニーズを把握し
た。 
(3) 介護者のニーズにみあった心理介入的ア
プローチの内容を検討し、心理教育ならびに
マインドフルネスを導入したセルフケアプ
ログラムを考案した。介護家族を対象に、考
案したプログラムを、2 か年にわたってのべ
4 回実施し、プログラムの内容の精査と、精
神的健康への影響の検討を行った。介護家族
を対象に、プログラムで実践指導したマイン
ドフルネス・アプローチのホームワークの記
録の分析および聞き取りを行い、その効用に
ついて検討した。 
(4)高次脳機能障害のひとつである失語症の
当事者および家族の自助グループである、
『北海道失語症友の会』に本研究の全期間を
通して継続的に参加し、参与観察と支援者の
両方の役割を果たしながら、ビデオおよびフ
ィールドノーツによる記録、介護家族へのイ
ンタビュー、コンサルテーション、個別相談
対応の実践を行った。 
 
４．研究成果 
 以下に述べる本研究で得られた知見を、心
理学、介護福祉学、医学等の各領域の国内学
会、および、心理学の国際学会で発表、なら
びに学術論文で公表した。また、介護家族や
介護職、介護職養成者、心理臨床家等の地域
住民に対し、公開講座、研修会、患者・家族
会において、本研究の成果を紹介し、その知
見をふまえた助言や提言を行った。 
 
(1)介護職の主観的ウェルビーイングの関連
要因、心理的ストレス、および心理的支援の
ニーズについての調査研究 
①介護職の主観的ウェルビーイングに関与
する要因について、北海道内の高齢者介護施
設 20 施設に勤務する介護職 200 名を対象と
した質問紙調査を通して得た知見を学会お
よび論文で発表した。精神的回復力と個人志
向性が主観的ウェルビーイングに正の影響、
バーンアウトが負の影響を及ぼしており、一
方で、年齢、勤務年数、年収、および社会志
向性は影響を及ぼさないという結果が得ら
れた。この結果から、介護職の主観的ウェル
ビーイングの向上には、年齢や年収にかかわ
らず、就労上の厳しい状況や心理的危機が生
じてもそれを乗り越えていく精神的回復力
と、対人援助職としての自己実現の達成を求



める心性が強く関与することが明らかにな
った。 
また、上記以外の質問項目への回答の分析

を通して、仕事のやりがい感は、要介護者の
QOL 向上、要介護者と家族からの信頼感や
感謝、上司や同僚との良好なサポート関係に
よって高まることが 明らかになった。以上
から、バーンアウト予防やストレス・マネジ
メントに繋がるソーシャルサポートが必要
であると考えられた。 

 
②家事援助、身体介護、相談・助言を在宅で
行う訪問介護員200名を対象に質問紙調査を
実施した。高齢者介護施設での入所系サービ
スにあたる介護福祉専門職についての過年
度データと、今年度の訪問介護員対象の調査
データを分析し、主観的ウェルビーイングに
かかわる要因には異なる介護職間でどのよ
うな共通点と相違点があるのかを検討した。
主観的ウェルビーイング、精神的回復力、個
人志向性、社会志向性、バーンアウトを心理
変数とし、年齢、性別、勤務年数、年収等を
属性データとして統計分析を行った結果、訪
問介護員の方が施設介護職よりも、主観的ウ
ェルビーイング、精神的回復力、個人志向性、
社会志向性が高く、属性については、訪問介
護員の方が施設介護職に比べ、年齢が高く、
年収が低く、女性が多かった。 
さらに、施設介護職と訪問介護員の両方に

おいて、精神的回復力と、個人志向性が、主
観的ウェルビーイングに正の影響を及ぼし、
バーンアウトが負の影響を及ぼすことが明
らかになった。訪問介護員のバーンアウトに
焦点をあてた分析では、年収が高い常勤者に
おいてバーンアウト傾向が顕著であり、対人
援助の職務以外の様々な責任が課され疲弊
しやすい状況にあることが示唆された。バー
ンアウトを構成する因子である情緒的消耗
感、脱人格化、個人的達成感の低下の全てに
対して、主観的幸福感が負の影響を及ぼし、
気分転換方法および問題解決行動において
バーンアウトの高低による差がないという
結果が得られ、バーンアウト予防には現在や
未来に対するポジティブな認知が重要であ
ることが示唆された。 

 
③インターネットによる調査 
インターネット・リサーチ会社の登録モニ

ターを対象としたオンライン調査を行った。
本研究で設定したスクリーニング基準を満
たす介護職 200 名を対象に、A.基本属性とし
て、年齢、性別、居住地域、現在の勤務先の
施設種、現在の職務、介護関連資格、雇用形
態、夜勤の有無、介護職としての総経験年数、
年収、B．心理尺度として、主観的幸福感尺
度、マインドフルネスについて把握する日本
語版 Five Facet Mindfulness Questionnaire
（FFMQ）、心理的ストレス反応（SRS-18）
尺度、感情労働尺度、および、C．心理的支
援への関心やニーズを問う項目として、心理

職による個別の心理面接・心理療法、集団療
法、心理教育（職場内/職場外）、心理的支援
の必要性等について回答を求めた。 
調査で得たデータを統計的に分析したと

ころ、主観的幸福感を目的変数、年齢、介護
職勤務年数、年収、心理的ストレス反応得点、
マインドフルネス得点、感情労働得点の 7 つ
の変数を説明変数をとした重回帰分析の結
果、主観的幸福感に対して、マインドフルネ
スと介護職経験年数が正の影響、心理的スト
レスが負の影響を及ぼすことが示された。 
各種心理的支援について関心がある人の

比率は、個別心理面接・心理療法が 59.0%、
集団療法が 31.5%、心理検査が 54.5%、心理
教育（職場内）が 54.5%、同（職場外）が 53.0%、
リラクセーション法の習得が 61.0%であった。
心理職による心理的支援の必要性について
は、「とても必要」（21.5%）と、「少し必要」
（28.5%）を合わせると半数が必要と回答し
た。心理的支援を必要と回答した群の方が必
要としないと回答した群よりもマインドフ
ルネスの度合いが有意に低かった。 
本研究の結果から、介護職においてマイン

ドフルネスが主観的幸福感を高める心理的
要因のひとつであることが示された。先行研
究をふまえると、マインドフルネスがストレ
ス反応を低減させ、それによって主観的幸福
感に正の影響が及ぶというプロセスが想定
される。本調査の対象者の半数が自身への心
理的支援の必要性を感じており、さらに、マ
インドフルネスの影響が明らかにされたこ
とから、介護者へのマインドフルネス・アプ
ローチを導入した心理介入的アプローチの
有効性を検討することの意義が明確となっ
た。 

 
(2)心理介入的アプローチの構築と実践研究 
 本研究の調査を通して得た知見をふまえ、
介護者への心理介入的アプローチとして集
団で実施するプログラムの開発を試みた。従
来からの心理療法に加えて、ストレスを低減
させストレス耐性を増強させる手法として、
経済的負担が少なく時間的空間的制約が小
さく、かつ、効果的に心身のストレスを低減
する効果のある心理介入的アプローチとし
て、認知および感情といった心理的側面に焦
点をあてたセルフケアの方法であるマイン
ドフルネス・アプローチに着目しその適用を
検討した。 
 本研究では、介護家族を対象とし、ウェル
ビーイングの向上をめざして、心理学の知識
と技法ならびに身体的負担の少ない介護技
術を体験的に習得するプログラムを考案し、
平成 27年度と平成 28年度の 2か年にわたり、
各年度 2 回、のべ 4 回、集団で実施した。心
理学的アプローチとして、ストレス・マネジ
メント、バーンアウト予防、アサーション等
についての心理教育、ならびに、ブリーフ・
リラクセーション法、マインドフルネス呼吸
法等の実習を行った。介護技術としては、ボ



ディメカニクス理論に基づく身体に負担の
少ない動作介助、腰痛予防の解説と実習、ス
トレッチングと体操の実習を行った。平成 27
年度に事後アンケートとして、内容、レベル、
実施時間、実生活での有用性等について無記
名で回答を求めたところ、全てのプログラム
について参加者全員から概ね高い評価を得
た。「こころ」と「からだ」の両方からの知
識の習得と実習による体験的理解、集団内で
の相互作用等が評価に影響を及ぼした可能
性が考えられた。2 年目には、プログラムの
全体構造および内容は踏襲しつつ、実践方法
の細部について検討と修正を加え、マインド
フルネス・アプローチの効果測定もあわせて、
GHQ（精神健康調査）、精神的回復力の質問
紙調査による介入前後の比較、およびマイン
ドフルネス・アプローチのホームワークの記
録の分析を行った。その結果、GHQ 得点に
統計的有意差が認められ精神面の健康状態
が良好に変化し、プログラムの有効性が確認
された。本研究では、介護家族を対象者とし
て実践研究を行うことに留まったが、介護職
を対象にバーンアウト予防の観点を組み入
れたプログラムを検討中であり、今後、介護
職を対象に実践研究を行う。 
 
(3)患者・家族会でのフィールドワーク研究 
北海道失語症友の会に継続的に参加し、会

の機能をシステム論的観点から検討した。要
介護者および介護家族の医学的および心理
的問題について個別対応および心理教育的
アプローチを実践した。支援活動を実践しつ
つビデオ記録を集積し、その分析を行った。  
事例研究として、本会に約 5年間参加した

感覚性失語症の事例について、ビデオ記録の
分析を通して、実用的コミュニケーションと
主観的ウェルビーイングを反映する心理・社
会的側面の変化を心理学的観点から検討し
家族への影響についても考察した。 
本研究の結果から、患者・家族会における

失語症者同士のピアサポートと家族間のコ
ミュニケーションが介護家族と要支援者の
両方の主観的ウェルビーイング向上に繋が
っていることが示された。ビデオ記録に加え
て、当事者と家族へのインタビュー調査を訪
問および電話等で行って得た情報から、同じ
障害をもつ当事者とその家族の両方におい
て、長期にわたるピアサポートと相互作用等
が障害受容と社会適応を促進し、ウェルビー
イングにポジティブな影響を及ぼすプロセ
スが示唆された。 
 
(4)地域住民へのコミュニティ・アプローチ 
 地域住民を対象とした研究会において、高
齢者介護における介護福祉士の役割、介護福
祉士の養成教育、介護関係における「言葉」
の機能等について研究成果で得た知見をふ
まえて講演を行い、家庭で介護にあたる地域
住民からの質問に答え、介護者と要介護者双
方のウェルビーイングのための実践的提言

を行った。 
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